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①収集された診療情報は、匿名化（名前・IDなどを削除）した上で、武
蔵野赤十字病院内から持ち出し禁止のパソコンに保存されます。②利用
する診療情報は年齢・性別・病名・血液検査データ・生理検査データ・
治療内容・予後についてとなります。③得られたデータ等を研究事務局
等の関連機関に送付する場合は匿名化番号を使用し、研究対象者の個人
情報が院外に漏れないように十分配慮します。④情報の管理の責任者は
以下の通りです。
　研究責任者　循環器科　氏名　三井　健大朗
〒180-8610　東京都武蔵野市境南町1-26-1　　武蔵野赤十字病院
循環器科　　　　0422-32-3111

急性非代償性心不全の実態に関する多施設観察研究

奈良県立医大、武蔵野赤十字病院　他18施設

所属 循環器科　　　　氏名  三井　健大朗

(西暦）2020年4月　～　2024年12月

超高齢化社会に突入している我が国において、心不全患者数は増加の一途をた
どっています。繰り返す入退院や心機能低下により、運動能や生活の質が低下
し、命を縮める病気である心不全に対して、背景や病態、心不全入院後の短期
及び長期予後、治療法などについて検討することが、本邦における急性心不全
治療のエビテンスの構築とともに、各病態に対する有効な治療の可能性を見出
し、今後の新たな前向き介入試験に結ぶ付けるために重要であると考えます。

各施設にて2014年12月から2016年9月までの期間にREALITY-AHF研究にお
いてデータに登録させていただいた患者さんのカルテの情報から、年
齢・性別や治療内容・検査結果・その他の経過などの項目を調べます。


